
（神奈川県）

市 政 ル ポ 海
え び な

老名市

行
財
政
改
革
と
積
極
予
算
の
両
立
で
目
指
す

次
代
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
！

鉄
道
３
線
、
道
路
網
に
も
恵
ま
れ
た 

交
通
結
節
点

　

東
京
都
心
部
か
ら
50
㎞
圏
、
横
浜
市
都
心
部
か
ら

20
㎞
圏
に
位
置
す
る
神
奈
川
県
海
老
名
市
は
、
平
成

23
年
11
月
に
市
制
施
行
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

昭
和
46
年
の
市
制
施
行
当
時
、
約
４
万
８
０
０
０
人

だ
っ
た
人
口
は
現
在
約
12
万
９
０
０
０
人
。
海
老
名

市
は
市
制
施
行
後
、
一
度
も
人
口
の
減
少
を
経
験
す

る
こ
と
な
く
、
人
口
は
現
在
も
増
え
続
け
て
い
る
。

　

内
野
優
・
海
老
名
市
長
は
そ
う
し
た
状
況
に
つ
い

て
「
さ
す
が
に
昭
和
40
年
代
、
50
年
代
の
よ
う
な
急

激
な
伸
び
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
も
微
増
を
続
け
て

い
ま
す
」と
語
り
、
そ
の
最
大
要
因
に「
交
通
利
便
性

の
高
さ
」を
挙
げ
た
。

　

市
制
施
行
後
の
人
口
の
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
伸
び
に

関
し
て
は
、
海
老
名
市
に
隣
接
し
、
同
市
と
と
も
に

旧
高
座
郡
の「
県
央
三
市
」と
し
て
密
接
な
関
係
に
あ

る
座
間
市（
海
老
名
市
と
同
じ
昭
和
46
年
市
制
施
行
）

や
綾
瀬
市（
昭
和
53
年
市
制
施
行
）に
も
い
え
る
。
だ

が
交
通
利
便
性
は
、
海
老
名
市
が
県
央
部
で
は
群
を

抜
い
て
高
い
。

　

特
に
鉄
道
路
線
は
小
田
急
線
、
相
鉄
線
（
相
模
鉄

道
）、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
３
線
が
市
内
を
走
り
、
３
線

の
市
内
旅
客
駅
は
計
９
つ
に
も
上
る
。
海
老
名
市
の

市
域
は
相
模
川
に
沿
っ
て
南
北
に
延
び
、
細
め
の
長

方
形
を
成
し
て
い
る
が
、
３
線
９
つ
の
駅
は
市
域
の

北
側
か
ら
南
側
ま
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
、「
市

域
の
端
か
ら
で
も
徒
歩
30
分
以
内
で
ど
こ
か
の
電
車

の
駅
に
着
け
る
便
利
さ
」（
内
野
市
長
）
に
恵
ま
れ
て

い
る
の
も
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

　

道
路
網
に
つ
い
て
も
東
名
高
速
道
路
に
加
え
、
今

年
３
月
に
全
線
開
通
す
る
さ
が
み
縦
貫
道
路
（
圏
央

道
の
一
部
）、
新
東
名
高
速
道
路
（
現
在
建
設
中
）
な

ど
の
高
規
格
道
路
の
Ｉ
Ｃ
や
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が
市
内
に
設
け

ら
れ
、
県
内
主
要
都
市
と
結
ば
れ
る
国
道
・
県
道
が

縦
横
に
走
る
。

　

市
内
９
つ
の
鉄
道
駅
の
中
核「
海
老
名
駅
」は
、
小

田
急
線
・
相
鉄
線
・
Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
３
線
そ
れ
ぞ
れ

に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
３
線（
３
駅
）の
海

老
名
駅
の
１
日
当
た
り
の
乗
降
客
数
は
計
約
26
万

人
を
数
え
る
。
横
浜
駅
ま
で
最
速
26
分
（
相
鉄
線
）、

新
宿
駅
ま
で
同
45
分（
小
田
急
線
）で
結
ば
れ
て
い
る

海
老
名
駅
は
、
ま
さ
に
海
老
名
市
の
表
玄
関
で
あ

り
、
市
の
顔
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
も
市
域
の
半
分
が
調
整
区
域

（
農
地
）と
い
う
海
老
名
市
で
は
、
海
老
名
駅
西
口
側

よ
り
も
、
広
大
な
平
地
が
展
開
す
る
小
田
急
線
・
相

鉄
線
（
共
に
現
在
の
位
置
に
昭
和
48
年
12
月
21
日
移

内
うちの

野　優
まさる

海老名市長
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設
開
業
）
の
駅
東
口
側
の
宅
地
開
発
、
駅
前
開
発
が

優
先
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
一
方
、
西
口
側
の
駅
前

開
発
は
手
つ
か
ず
の
状
態
が
続
い
て
き
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
62
年
に
開
発
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
る
。
小
田
急
線
・
相
鉄
線
の
海
老
名
駅
西
口
側

に
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
海
老
名
駅
が
、
設
置
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。

　

こ
の
Ｊ
Ｒ
相
模
線
は
相
鉄
線
が
戦
前
に
設
け
た
貨

物
専
用
路
線（
相
模
川
で
採
取
さ
れ
た
砂
利
運
搬
用
）

で
あ
っ
た
が
、
戦
時
中
（
昭
和
19
年
）
に
国
有
化
さ

れ
、
沿
線
の
人
口
急
増
に
伴
い
、
旅
客
鉄
道
へ
の
本

格
的
な
転
換
が
図
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
海
老
名
市
と

そ
の
周
辺
地
域
の
急
速
な
宅
地
化
と
人
口
増
に
対
応

す
る
た
め
、
昭
和
62
年
の
同
駅
設
置
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ほ
ぼ
手
つ
か
ず
の
状
態
だ
っ
た
小

田
急
線
・
相
鉄
線
の
海
老
名
駅
西
口
側
の
開
発
促
進
、

さ
ら
に
西
口
側
に
広
が
る
田
園
地
帯
の
大
規
模
開
発

（
市
街
地
開
発
・
宅
地
化
）
へ
の
期
待
が
大
い
に
高

ま
っ
た
。
そ
の
期
待
の
大
き
さ
は
、
駅
の
建
設
費
用

を
す
べ
て
市
が
負
担
し
た
事
実
か
ら
も
、
証
明
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

官
民
待
望
の 

海
老
名
駅
西
口
地
区
ま
ち
開
き

　

と
こ
ろ
が
、「
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
海
老
名
駅
が
開
業

し
て
30
年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
地
権
の
問
題
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
海
老
名

駅
の
西
口
駅
前
開
発
は
、
な
か
な
か
手
の
つ
か
な
い

状
態
が
５
年
ほ
ど
前
ま
で
続
き
ま
し
た
」
と
、
内
野

市
長
は
語
る
。

　

そ
れ
で
も
地
権
者
た
ち
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
地
道
に
図
り
つ
つ
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
内
容
を
よ
り
合
理
的
・
効
率
的
な
も
の
へ
と

何
度
も
練
り
直
す
な
ど
の
努
力
の
結
果
、
平
成
21
年

に
は
事
業
の
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ
、
平
成
24
年
に

組
合
設
立
の
認
可
が
下
り
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画

変
更
（
市
街
化
区
域
編
入
な
ど
）
な
ど
の
準
備
も
整

い
、
平
成
25
年
２
月
に
は
つ
い
に
念
願
の
造
成
工
事

着
手
へ
と
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

海
老
名
市
は
そ
の
間
、
組
合
施
行
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
へ
の
助
成
、
支
援
を
活
発
に
行
っ
て
き

市制施行40周年記念式典（平成23年）★

悠久の歴史を感じさせる「史跡相模国分寺跡」

今秋のまち開きを目指し着々と進む海老名駅西口土地区画整理事業
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た
。
そ
し
て
広
場
や
幹
線
道
路
、
東
口
（
小
田
急
・

相
鉄
側
）と
西
口（
Ｊ
Ｒ
相
模
線
側
）を
結
ぶ
海
老
名

駅
自
由
通
路
（
駅
間
部
長
さ
約
１
９
４
ｍ
、
西
口
部

長
さ
約
１
３
６
ｍ
）
の
建
設
な
ど
、
西
口
地
区
の
安

全
・
安
心
の
実
現
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
に
資
す

る
主
要
な
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
海
老
名
駅
西
口
駅
前（
西
口
地
区
）

で
は
現
在
、
大
規
模
商
業
施
設
「（
仮
称
）
ら
ら
ぽ
ー

と
海
老
名
」
を
は
じ
め
、
各
種
商
業
施
設
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
戸
建
住
宅
の
建
設
な
ど
、
新
市
街
地
形
成

へ
の
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に

「
新
た
な
街
」
の
誕
生
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
目
の
当
た
り

に
す
る
よ
う
な
光
景
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
今
年
の
秋
に
は
、
西
口
駅
前
開
発
の
主

要
部
分
が
完
成
す
る
予
定
で
、
い
よ
い
よ
「
西
口
地

区
の
ま
ち
開
き
」
を
、
行
政
も
市
民
も
指
折
り
数
え

つ
つ
心
待
ち
に
す
る
ま
で
の
状
況
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
前
か
ら
開
発
が
進
ん
で
い
た
小
田
急
線
・
相
鉄

線
の
海
老
名
駅
前（
東
口
側
）は
、
平
成
13
年
か
ら
15

年
に
か
け
て
の
新
た
な
整
備
工
事
（
自
由
通
路
に
よ

る
両
駅
の
一
体
化
お
よ
び
東
口
駅
前
の
交
通
広
場
の

共
用
化
な
ど
）
の
完
成
で
、
既
に
一
層
近
代
的
な
街

並
み
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

　

小
田
急
線
・
相
鉄
線
西
口
と
Ｊ
Ｒ
相
模
線
と
を
結

ぶ
自
由
通
路
の
両
脇
に
今
も
広
が
る
空
閑
地
に
つ
い

て
は
、
所
有
者
で
あ
る
小
田
急
電
鉄
に
よ
る
都
市
基

盤
整
備
も
始
ま
り
、
遠
か
ら
ず
具
体
的
な
計
画
の
詳

細
、
動
き
が
見
え
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
海
老
名
市
に
と
っ
て
約
30
年
来
の
懸
案
で
あ
っ
た

西
口
地
区
の
開
発
は
、
小
田
急
線
・
相
鉄
線
西
口
と

Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
間
の
空
閑
地
の
開
発
も
含
め
、
今
年

秋
の『
ま
ち
開
き
』に
よ
っ
て
大
き
な
加
速
度
が
つ
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
海
老
名
市
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
新
た
な
出
発
点
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
基
盤

整
備
の
完
成
を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
、
今
後
は
東
口
側

も
西
口
側
も
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出

へ
の
努
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
う
し
た

新
た
な
潮
流
を
契
機
に
、
雇
用
の
拡
大
や
定
住
人
口

の
増
加
に
い
か
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
。
そ
う
し
た

動
き
を
い
か
に
市
全
体
の
活
力
を
高
め
る
た
め
の
力

と
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
よ
う
に
実
現
す
べ
き
新
た

な
テ
ー
マ
を
次
々
に
発
想
し
、
い
か
に
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
実
行
に
移
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
、
そ

れ
が
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
何
よ
り
も

大
切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
内
野
市
長
）

　

と
こ
ろ
で
Ｊ
Ｒ
相
模
線
・
海
老
名
駅
西
口
前
に
姿

を
現
し
つ
つ
あ
る
新
市
街
地
の
奥
に
、
巨
大
な
ビ
ル

が
建
っ
て
い
る
の
が
、
自
由
通
路
か
ら
も
遠
望
で
き

る
。
従
業
員
５
０
０
０
人
を
雇
用
す
る
リ
コ
ー
（
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
）
の
社
屋
だ
。
海
老
名
市
内

に
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
有
力
企
業
の
研
究
施
設
、
関

東
圏
の
中
核
的
工
場
施
設
を
置
く
各
種
製
造
会
社
、

本
社
機
能
を
併
せ
持
つ
企
業
な
ど
の
集
積
が
進
み
つ

つ
あ
る
。

　

今
年
秋
の
西
口
地
区
の
ま
ち
開
き
に
よ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
そ
う
し
た
企
業
群
と
中
心
市
街

地
を
結
ぶ
地
区
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
進
む
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
も
と
も
と
交
通
至
便
な
地
域
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
新
市
街
地
と
立
地
企
業
と
が
無

理
な
く
一
体
化
す
る
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
今

毎年7月に開催され市の人口より多くの人が参加する「えびな市民まつり」★毎年秋に開催される田園地帯・海老名ならではの「かかしまつり」★
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海老名市　市 政 ル ポ

（神奈川県）

後
、
さ
ら
な
る
企
業
立
地
の
呼
び
水
と
も
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。

企
業
立
地
へ
の
努
力
と 

行
財
政
改
革
の
効
果

　
「
も
と
も
と
農
業
が
基
幹
産
業
だ
っ
た
海
老
名
市

は
、
昭
和
40
年
代
以
降
、
横
浜
や
東
京
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に
人
口
を
増
や
し
て
き
ま
し

た
。
新
た
に
増
え
た
市
民
の
多
く
は
横
浜
や
東
京

に
通
勤
・
通
学
す
る
人
々
で
、
近
年
ま
で
は
税
収

の
ほ
と
ん
ど
が
個
人
の
市
民
税
と
固
定
資
産
税
で

占
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
が
み
縦
貫

道
路
（
圏
央
道
の
一
部
）
の
工
事
が
進
む
に
つ
れ
、

企
業
立
地
が
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

西
口
の
新
市
街
地
が
充
実
し
、
さ
が
み
縦
貫
道
路

の
全
通
、
新
東
名
高
速
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
新
た
な
企
業
立
地
を
促
進
す
る
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
が
確
実
に
増
え
て
く
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
」（
内
野
市
長
）

　

海
老
名
市
で
は
高
速
交
通
網
の
さ
ら
な
る
進
捗

を
契
機
に
企
業
立
地
を
進
め
る
た
め
、
平
成
20
年

に
「
海
老
名
市
企
業
立
地
促
進
条
例
」
を
制
定
。
積

極
的
な
誘
致
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
前
出
の
リ
コ
ー

も
そ
の
結
果
、
誘
致
に
成
功
し
た
企
業
の
１
つ
で
、

条
例
制
定
後
、
こ
れ
ま
で
（
平
成
27
年
１
月
現
在
）

に
優
良
企
業
９
社
が
海
老
名
市
へ
の
進
出
を
果
た

し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
内
で
既
に
操
業
し
て
い
る
中
小

企
業
向
け
の
各
種
支
援
制
度
や
融
資
制
度
の
拡
充
、

工
業
系
特
定
保
留
区
域
の
指
定
（
２
カ
所
）
に
よ
る

産
業
集
積
拠
点
創
出
へ
の
試
み
、
市
内
に
立
地
し

て
い
る
神
奈
川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

に
よ
る
技
術
開
発
部
門
の
新
事
業
創
出
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
へ
の
支
援
・
起
業
促
進
な
ど
、
多
角

的
な
取
り
組
み
が
目
立
つ
。

　

さ
ら
に
市
内
に
は
最
先
端
技
術
を
有
す
る
企
業

が
多
く
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
圏
央
道
沿
線

の
10
市
２
町
を
区
域
と
す
る
「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
特
区
」
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

も
今
後
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。
西
口
地
区

に
生
ま
れ
る
大
規
模
商
業
施
設
な
ど
と
合
わ
せ
、

こ
の
よ
う
に
新
た
な
企
業
立
地
が
進
め
ば
、
雇
用

機
会
の
創
出
も
増
え
、
新
た
な
市
民
の
定
住
促
進

に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
よ
り
高
ま
る
だ

ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て

き
た
よ
う
に
、
現
在

の
海
老
名
市
の
市
政

運
営
に
は
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
側
面
、
積
極
的

な
取
り
組
み
が
非
常

に
目
立
つ
。
し
か

し
、
そ
の
背
景
に
、

長
年
に
わ
た
っ
て
断

行
し
て
き
た
行
財
政

改
革
の
成
果
が
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
見

逃
せ
な
い
。

　
「
徹
底
し
た
行
財

ランチタイムに随時開催されるロビーコンサート「えびな小さな音楽会」★

毎年1月開催の「えびな凧揚げまつり」★

大人気の海老名運動公園で飼育されている2頭のポニー★
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政
改
革
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
に
職
員
数
の
削
減
、

組
織
体
制
の
ス
リ
ム
化
、

民
間
活
力
の
積
極
的
活

用
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
解

散
や
土
地
開
発
公
社
の
休

止
、
市
債
・
基
金
の
適
正

活
用
な
ど
を
断
行
し
て
き

ま
し
た
。
併
せ
て
積
極
的

な
国
庫
補
助
金
の
活
用
な

ど
に
も
努
め
、
使
う
べ
き

と
こ
ろ
に
は
積
極
的
に
使

う
こ
と
に
よ
り
、『
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
』

を
生
む
健
全
財
政
の
維

持
・
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
海
老
名
市

の
市
政
運
営
が
前
向
き
で
、
元
気
だ
と
い
う
印
象

を
持
た
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
メ
リ
ハ
リ
の
効
い

た
市
政
運
営
の
成
果
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お

り
ま
す
」（
内
野
市
長
）

入
口
と
出
口
が
常
に
明
確
な
市
政
運
営

　

海
老
名
市
の
「
使
う
べ
き
と
こ
ろ
に
積
極
的
に
予

算
を
使
う
姿
勢
」
を
代
表
す
る
の
が
、
西
口
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
各
種
の
付

随
事
業
だ
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
海
老
名
駅
を
挟
ん
だ

東
西
の
一
体
的
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
新
た
な
企
業

立
地
、
定
住
化
促
進
の
原
動
力
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
が
、
す
な
わ
ち
、
新
た
な
財
源
確
保
を
目
指
す

施
策
で
も
あ
る
。

　
「
持
続
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
循
環
す
る
ま
ち
づ
く

り
、
次
代
へ
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、

新
た
な
税
収
を
生
み
出
す
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
な

け
れ
ば
、
実
現
不
可
能
だ
と
考
え
ま
す
。
西
口
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
が
完
成
す
れ
ば
そ
の
波
及
効
果
は
多

方
面
に
及
び
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
税
収
を

確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
」（
内
野
市
長
）

　

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
今
後
注
目
さ
れ

る
も
の
の
１
つ
に
海
老
名
市
・
座
間
市
・
綾
瀬
市
の

旧
高
座
郡
３
市
に
よ
る
広
域
連
携
が
あ
る
。
ま
ず
は

３
市
共
同
で
建
設
す
る
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
平
成

27
年
度
に
運
用
開
始
の
予
定
だ
が
、
市
域
の
面
積
も

人
口
規
模
も
近
く
強
い
地
縁
で
結
ば
れ
た
３
市
は
合

併
を
せ
ず
に
、
合
併
し
た
ら
得
ら
れ
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
合
理
性
、
効
率
性
を
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
部
分

で
連
携
し
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　

民
間
活
力
の
活
用
で
注
目
さ
れ
る
の
は
カ
ル
チ
ュ

ア
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
㈱
と
㈱
図
書
館
流

通
セ
ン
タ
ー
の
協
同
事
業
体
を
指
定
管
理
者
と
し
、

そ
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
新
た
な
中
央
図
書

館
づ
く
り
だ
（
平
成
27
年
秋
オ
ー
プ
ン
予
定
）。
図
書

館
と
と
も
に
カ
フ
ェ
や
書
店
、
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
が
併
設
さ
れ
る
予
定
で
、
武
雄
市
図
書
館
（
平

成
24
年
オ
ー
プ
ン
）
で
全
国
の
注
目
を
集
め
た
試
み

が
海
老
名
市
で
も
展
開
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
行
政
に

と
っ
て
急
務
な
の
が
市
民
の
健
康
づ
く
り
だ
が
、
海

老
名
市
で
は
平
成
26
年
秋
、
民
間
企
業
を
指
定
管
理

老若男女が参加できる「えびな健康マラソン大会」★

毎年体育の日に開催される「スポーツ・レクリエーションフェスティバル」★

学校給食を作っている食の創造館を活用した高齢者対象の「ふれあいランチ事業」★
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海老名市　市 政 ル ポ

（神奈川県）

者
と
す
る
施
設
ビ
ナ
ス

ポ
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

館
）
を
開
設
。
ビ
ナ
ス
ポ

は
３
種
の
プ
ー
ル
や
充

実
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
な
ど
を
備
え
て
お
り
、

利
用
登
録
者
数
も
既
に

８
０
０
０
名
（
平
成
27
年

１
月
末
時
点
）
を
突
破
。

中
で
も
利
用
料
が
半
額

の
65
歳
以
上
の
利
用
が

群
を
抜
い
て
い
る
。
ビ

ナ
ス
ポ
は
隣
接
地
に
先

に
開
設
さ
れ
て
い
た
ビ

ナ
レ
ッ
ジ
（
交
流
館
）
と

合
わ
せ
た
「
え
び
な
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、

市
民
の
知
的
・
肉
体
的
両
面
の
健
康
増
進
を
図
る
場

で
あ
る
が
、「
医
療
費
や
介
護
費
用
削
減
効
果
な
ど

を
よ
り
一
層
上
げ
る
意
味
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
く
学
べ
、
楽
し
く
運
動
で
き

る
よ
う
な
工
夫
を
、
さ
ま
ざ
ま
に
凝
ら
し
て
い
る
」

（
内
野
市
長
）の
が
特
徴
だ
。

　

一
方
で
少
子
化
対
策
お
よ
び
安
全
性
な
ど
の
観
点

か
ら
、
海
老
名
市
で
は
平
成
19
年
に
学
校
プ
ー
ル
を

全
廃
し
て
い
る
。
代
わ
り
に
水
泳
の
授
業
は
市
内
の

屋
内
プ
ー
ル
３
施
設
（
平
成
27
年
度
か
ら
は
４
施
設
）

を
活
用
す
る
な
ど
、
海
老
名
市
に
お
け
る
行
財
政
改

革
は
、
合
理
化
・
効
率
化
を
徹
底
す
る
一
方
で
、
ス

ピ
ー
ド
感
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
の
得
ら
れ
そ
う
な

新
た
な
試
み
や
取
り
組
み
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ

ど
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
大
き
な
特
質
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　
「
新
た
な
財
源
の
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、

次
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
も
地
域
活
性
化
も
実

現
し
な
い
」
と
の
観
点
か
ら
、
入
口
と
出
口
が
常
に

セ
ッ
ト
で
企
画
・
実
行
さ
れ
る
内
野
市
長
の
市
政
運

営
の
姿
勢
は
、
ま
さ
に
終
始
一
貫
し
て
い
る
。

（
取
材
・
文　

遠
藤　

隆
／
取
材 

平
成
27
年
１
月
16
日
）

市民の健康づくりのための新たな施設「ビナスポ」は連日大にぎわい★

ビナスポに隣接する市民活動センター「ビナレッジ」

えび〜にゃ関連グッズとトライアングル交流都市
（登別市、白石市）の名産品コーナー

海老名市イメージキャラクター「えび〜にゃ」★

★の写真は海老名市提供
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